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別表（日時変更版）

電子入札

0 調達案件番号

1 工事（業務）番号

工事（業務）名

工事（履行）場所

工事（業務）内容

工期（履行期間）

3 入札書比較価格

構成員の数

土木（単体企業又は代表者） 土木又は建築（構成員）

等級 Ａ１ 土木はＡ１又はＡ２、建築はＡ又はB

所在地

令和8年3月19日 ※着手予定日 令和08年03月24日

その他

閲覧期間

場所

9
設計図書のダウン
ロード

8 設計図書の閲覧

この告示の日から入札期間終了まで。（土曜日、日曜日及び休日
を除く毎日、08時45分から17時15分まで）

札幌市中央区大通東11丁目23番地 札幌市水道局本局庁舎１階入
札控室　棚番号15番

7
入札参加資格が
ないと認めた者
への理由の説明

請求方法
書面（様式は自由）の持参によること。送付または電送によるも
のは受け付けない。

請求先及び期限
契約担当部局（告示文第１）へ、落札結果通知日から14日以内に
提出すること。

4 発注方式
単体企業又は特定共同企業体

特定共同企業体の場合は２又は３社

2 工事（業務）概要

西岡配水池改修工事

札幌市豊平区西岡4条6丁目1番3号（西岡配水池）

【土木工事】
　本体築造工（導流壁新設：一式）
　構造物撤去工（既設導流壁：一式）
　水道管布設工（埋設配管工φ300mm：L=61.2m、屋内配管工φ200～300mm：
L=25.4m）
　割T字管設置工（φ600mm×φ300mm：1基、φ500mm×φ300mm：１基）
　不断水式仕切弁設置工（φ600mm：1基、φ500mm：１基）
　場内整備工（擁壁工：一式　排水工：一式　門扉・フェンス：一式）
【建築工事】屋上防水改修、外壁塗装改修、玄関床タイル改修、建具改修、
内装改修、外部金物設置　ほか
【建築機械設備】換気設備・排水設備の改修
【機械工事】ポンプ設備・流入調節弁・配管の撤去、流入調節弁及び屋内配
管の新設、重油タンク撤去
【電気工事】配電設備の更新、受変電・自家発電設備の撤去

着手の日から720日間

当該工事に係る設計
業務等の受託者 （株）ＮＪＳ札幌事務所

その他
単体企業又は特定共同企業体の代表者及び構成員は、建設業許可
業種のうち、水道施設工事業及び土木工事業の許可をいずれも有
していること。

【単体企業】
下記(1)～(3)の施工実績を有すること。
【特定共同企業体】
代表者は下記(1)の施工実績を有すること。
代表者又は構成員のいずれかが下記(2)及び(3)の施工実績を有すること
（(2)及び(3)それぞれの施工実績を有する者は異なって差し支えないものと
する）。
代表者以外の構成員は、建築の場合(2)、土木の場合(3)の施工実績を有する
こと。
(1)上水道施設の浄水池又は配水池のうち、RC造の有効容量750m3以上の施設
の、新設又は耐震補強を含む改修工事
(2)公共工事における建築工事
(3)上水道配水管布設工事（樹脂系管を除くφ300mm以上を布設延長20m以
上）
※施工実績は、元請による工事であること。（平成22年4月1日以降に工事が
完了し、引渡しが済んでいるものに限る。共同企業体により施工した工事の
場合は、出資比率が20％以上であること。）
※(1)～(3)の施工実績は別工事でも可とする。

単体企業又は特定共同企業体の代表者は上水道工事の施工経験が
ある者を配置すること。
告示文を参照すること。

札幌市水道局告示第43号

26（水）第 0014 号

工種（業種）

単体企業又は特定共同企業体の代表者は市内業者（札幌市内に建
設業許可における主たる営業所を有する者）であること。

（予定価格×100/110） 事後公表

2691001411

落札結果通知予定日

説明を求めた者に対しては、請求日から14日以内に書面により回
答する。

設計図書（図面含む）については、電子入札システムよりダウン
ロードすることができる。

6
入札参加資格の
申請及び審査

5 入札参加資格

申請書等提出期限（日）
落札候補者に対して別途連絡する。連絡を受けた落札候補者は、
翌開庁日までに申請書等を提出するものとする。

施工（履行）実績

主任（監理）技術者（設計
者）

審査方式 事後審査方式（入札参加資格の確認は落札を保留して行う。）



提出方法

提出先及び期限

その他

電子入札案件区分

12 落札者の決定方法

入札保証金

契約保証金

前払金

中間前払金

部分払金

15

16

施行担当課

電話番号

令和０８年０３月０６日（０８時００分～２０時００分）及び
令和０８年０３月０９日（０８時００分～１７時００分）

電子入札

建設工事に係る資材の再資源化等に関す
る法律第９条第１項に規定する対象工事

工事－請負金額が250万円超で、工期が100日以上。2割以内。た
だし、部分払に代えて支払を希望するときのみ。

工事－請負金額が50万円以上で、既成部分の工事金額が30万円を
超えるごと。工期日数を50日で除して得た回数。ただし、前払金
を受けた場合1回減ずる。
工事監理－部分払は工事に準ずる。

対象工事である

※告示文及び入札説明書を参照すること。
※落札候補者は申請書類等を指定する期日（６申請書類等提出期限）までに水道
局総務部総務課契約係（水道局本局庁舎3階）あて提出しなければならない。
※落札候補者は、直近の経営規模等評価結果通知書・総合評定値通知書の写を提
出しなければならない。
※落札候補者は、連絡を受けた日の翌開庁日までに告示した設計書（見積参考）
に記載されている全ての項目についての積算内訳書を提出しなければならない。
※本工事は、札幌市水道局工事等低入札価格調査要領（以下「調査要領」とい
う。）における、一般工事である。
※調査要領第８条第３項に定める提出期限は別途通知する。
※本工事は建設キャリアアップシステム（CCUS）活用試行工事であり、活用状況
によって工事成績点に加点を行う。詳細は特記仕様書及び「建設キャリアアップ
システム（CCUS）活用工事試行要領」を参照すること。
※本工事は、週休２日による施工の対象工事である。詳細は特記仕様書を参照す
ること。
※本工事は個人情報取扱事務であるため、事後審査書類提出時に「【様式１－
１】個人情報の取扱いに係る安全管理措置実施申出書（当初から個人情報の取扱
いを委託する工事（業務）用）」を提出すること。
※請負代金は次のとおり、年度別支払限度額を設けている。
（予定）　令和7年度　0.00％
　　　　　令和8年度　35.61％
　　　　　令和9年度　残額
また、前払金は年度別出来高予定額に応じて分割して支払う。

注意事項

落札結果通知日の翌日から起算して５日後（５日後が土曜日、日
曜日及び休日の場合は翌開庁日）まで。
※期限内に契約を締結しない場合は落札を取り消す。

当該契約の内容に適合した履行を確保するため、あらかじめ札幌市水道局工
事等低入札価格調査要領（平成15年2月19日管理者決裁）に定める調査基準
価格を設けるものとし、予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって有効
な入札を行った者を落札者とする。ただし、落札者となるべき者の入札価格
によっては、その者により本工事に係る契約の内容に適合した履行がなされ
ないおそれがあると認められるとき又はその者と契約を締結することが公正
な取引の秩序を乱すこととなるおそれがあって著しく不適当であると認めら
れるときは、予定価格の制限の範囲内の価格をもって有効な入札を行った他
の者のうち最低の価格をもって入札を行った者を落札者とすることがある。

徴収する。ただし、利付国債の提供、金融機関等の保証、入札保
証保険（定額補填方式）又は金融機関等若しくは保証事業会社と
契約保証の予約の契約によることができる。

17
施行担当課及び
電話番号

水）給水部工事課

011-211-7056

14 前払金及び部分払金

工事－請負金額が250万円超で、工期が50日以上。4割以内。
測量・設計・地質調査－委託料が100万円超で履行期間が50日以
上。3割以内。

13
契約締結に関する事
項等

10
設計図書に対する質
問

電子入札システムによること。提出方法

工事－徴収する。ただし、利付国債の提供、金融機関等の保証、
履行保証証券、履行保証保険（定額補填方式）によることができ
る。
業務－徴収する。ただし、利付国債の提供、金融機関等の保証、
履行保証証券、履行保証保険（定額補填方式）によることができ
る。また、札幌市水道局契約規程第２５条第３号に該当する場合
は免除する（詳細は告示文を参照）。

令和8年03月10日　09時30分

場所

契約締結期限

11
入札及び開札の日
時・場所等

入札期間（年月日）

開札予定日時

札幌市中央区大通東11丁目23番地  札幌市水道局本局庁舎１F入札室

電子入札システムにより提出すること。なお、質問事項は、説明
要求内容欄にできるだけ直接入力することとし、同欄には質問者
の名称等は入力しないこと。

契約担当部局（告示文第１）へ、この告示の日から令和8年2月27
日までに提出すること。（土曜日、日曜日及び休日を除く毎日、
08時00分から20時00分まで。）

質問者に対しては、電子入札システムにより回答する。質問に対
する回答書は、開札日の前日までの土曜日、日曜日及び休日を除
く毎日、08時45分から17時15分まで、札幌市水道局本局庁舎１階
入札控室において閲覧に供する。また、電子入札システムの運用
時間においては、電子入札システムにおいても閲覧することがで
きる。


